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■
モ
デ
ル
「
喪
失
」
と
「
創
出
」
の
時
代

　
２
０
２
０
年
、
世
界
は
混
沌
の
時
代
に
突
入
し
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
克
、
民
族
や
宗
教
を

め
ぐ
る
葛
藤
・
対
立
が
深
ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
２

０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
多
発
化
す
る

激
甚
災
害
に
よ
っ
て
、
開
発
至
上
主
義
や
科
学
万
能
主
義

に
基
づ
く
「
欧
米
モ
デ
ル
」
の
限
界
が
露
呈
し
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
に
よ
り
壊
滅
し
た
日
本
社
会

は
、
戦
後
、
欧
米
を
モ
デ
ル
に
復
興
・
成
長
し
た
。
こ
の

時
期
、
能
率
化
・
合
理
化
に
よ
る
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生

産
）、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）、
Ｇ
Ｎ
Ｉ
（
国
民
総
所

得
）
な
ど
の
数
字
の
増
加
が
、
発
展
の
重
要
な
指
標
と
さ

れ
た
。
い
わ
ば
、
結
果
主
義
、
成
果
主
義
に
よ
る
幸
福
の

追
求
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー

と
、
指
示
を
効
率
的
に
こ
な
す
受
動
的
人
間
に
よ
る
、
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
さ
れ
た
。
短
時
間

の
う
ち
に
、
よ
り
多
く
の
「
正
解
」
に
た
ど
り
着
く
能
力

が
求
め
ら
れ
、
偏
差
値
に
よ
る
序
列
化
・
選
別
化
が
進
ん

だ
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
経
済
が
停
滞
し
、
震
災
後
の
復
興
の

な
か
で
、
人
々
は
新
た
な
モ
デ
ル
創
出
の
作
業
に
取
り
組

み
始
め
た
。
そ
れ
は
、
地
域
で
の
助
け
合
い
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の

意
志
を
大
切
に
す
る
合
意
主
義
、
ミ
ス
や
失
敗
も
教
訓
と

し
て
認
め
合
う
過
程
主
義
な
ど
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
安

定
と
幸
福
追
求
が
目
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、「
平
和
」「
環
境
」「
人
権
」「
命
」

な
ど
の
価
値
が
あ
ら
た
め
て
再
認
識
さ
れ
、
共
有
さ
れ
て

い
る
。
復
興
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
諸
政
策
が
展

開
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
多
様
か
つ
急
を
要
す
る
現
場
で

は
共
助
が
注
目
さ
れ
、
自
ら
の
役
割
を
認
識
し
、
主
体
的

に
行
動
す
る
能
動
的
人
間
の
大
切
さ
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。

　
本
年
実
施
の
新
学
習
指
導
要
領
が
謳
う
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」（
当
初
言
わ
れ
て
い
た
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」）
は
、
ま
さ
に
能
動
的
人
間
を
育
て

る
教
育
へ
の
転
換
で
あ
る
。

■
「
教
育
の
目
的
」
と
「
江
戸
の
教
育
力
」

　
さ
て
、
教
育
の
究
極
の
目
的
と
は
何
か
。
私
は
「
共
通

性
（
普
遍
・
全
体
）
と
個
性
（
特
殊
・
個
別
）
を
バ
ラ
ン

ス
さ
せ
る
意
志
と
力
の
育
成
」
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、「
人
と
同
じ
で
あ
り
た
い
」「
人
と
同
じ
で
は
い
や
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だ
」
と
い
う
相
反
す
る
気
持
ち
を
調
整
す
る
意
志
と
力
の

育
成
で
あ
る
。
こ
の
難
し
い
「
バ
ラ
ン
ス
力
」
こ
そ
、
教

育
を
通
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
バ
ラ
ン
ス
力
が
、
人
、
地
域
、
組
織
、
国
家
、
世
界
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
平
和
」
と
「
安
定
」
が
維
持
さ
れ
、
発
展
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
視
点
か
ら
、
江
戸
時
代
の
教
育
を
振
り
返

る
と
、
ま
た
新
た
な
面
が
見
え
て
く
る
。
江
戸
時
代
は
、

古
代
以
来
の
神
仏
の
裁
き
や
、
１
０
０
年
続
い
た
戦
国
時

代
の
武
力
・
戦
争
に
よ
る
問
題
解
決
を
否
定
・
克
服
し
、

「
公
儀
」
の
名
の
も
と
に
、
人
が
人
を
、
法
に
基
づ
き
裁

く
制
度
や
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
。
こ
の
結
果
、
国
内
で

戦
争
が
な
く
、
外
国
と
も
戦
争
を
し
な
い
、
２
５
０
年
以

上
の
「
徳
川
の
平
和Pax
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」
が
実
現
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
の
が
、「
江

戸
の
教
育
力
」
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
世
界
各
地
を
見
た
の
ち
、
極
東
の
小
国
日
本
に

到
達
し
た
外
国
人
の
多
く
は
、
江
戸
社
会
の
庶
民
教
育
の

普
及
と
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
さ
、
社
会
の
秩
序
と
安
定
に
衝

撃
を
受
け
た
。
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
と
い
う
基
礎
学
力

（
共
通
性
）
に
、
職
業
、
地
域
、
興
味
関
心
な
ど
に
よ
る

個
別
教
育
（
個
性
）
が
共
存
し
て
い
た
。
当
時
の
学
習

は
、
直
接
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
収
入
増
に
つ
な
が
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
藩
校
な
ど
を
除
け
ば
、
人
々
は
義
務
で

は
な
く
、
自
ら
の
意
志
で
学
び
、
入
塾
期
も
退
塾
期
も
自

ら
決
め
た
。
各
自
の
好
奇
心
・
知
的
欲
求
に
基
づ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
学
ん
だ
。
こ
う
し
た
共
通
性
と
個
性

の
共
存
・
バ
ラ
ン
ス
が
、「
江
戸
の
平
和
」
を
下
支
え
し
た

の
で
あ
る
。

■
世
界
・
未
来
へ
の
発
信

　
本
年
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
、
共
通
ル
ー
ル
の
も
と
で
、
世
界
の
ア
ス
リ
ー

ト
が
頂
点
を
目
ざ
し
て
競
い
合
う
。
し
か
し
、
私
た
ち

は
、
こ
の
「
平
和
の
祭
典
」
が
、
過
去
、
世
界
的
に
も
珍

し
い
、
長
期
の
「
平
和
」
を
達
成
し
た
歴
史
を
も
つ
日
本

で
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
人
類
全
体
の
普
遍
的
価
値
（
共
通
性
）
と
、
各
国
・
各

地
域
固
有
の
価
値
（
個
性
）
の
バ
ラ
ン
ス
で
し
か
、
世
界

の
「
平
和
」
は
実
現
し
な
い
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
政
治
や
経
済
の
危
機
・
対
立
を
深
め

る
世
界
に
、
江
戸
の
「
平
和
」
と
教
育
の
意
義
、
そ
し
て

人
類
の
未
来
の
可
能
性
を
発
信
す
る
好
機
で
も
あ
る
。


